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! 「防災 につ い て … 」 い ～ 大 疊 況で した 夏 休 み 工 作 教 室 ～

j 前 回 は 、身 近 な危 機 管理 に つ いて 、話 しま した 。今 回 は 、一歩 進 j j 8 月 2 2 日 ( 水 ) 1 〇時 3〇 分 ～ 15 時 一 小 視 聴 覚 室 にて 、

■・め て、 「防 災 に つ いて … 」 で す , 一 小 校 区 は 、 自然 あふ れ る住 み 〇 〇夏 休 み 恒 例 行 事 で す が、 今 年 も 4 歳 か ら 小 6 年 生 まで 地 域 の

よ い と ころ て すね , 言 い換 えれ ば 災害 に弱 い 弛域 で す, 起 こ りう ボ ラ ンテ ィアの 方 に支 え られ て、 総 勢 150 人が 参 加 して 大 汗

る危 候 を想 定 しな が ら 、 「防災 ・減 災 」 に つ いて 考 えて み て は い を流 しな が らエ コ工 作 を楽 しみ ま した 。

か が で し ょうか ? 「防 災 につ いて 考 え だ 会」 を検 討 中 で す e : ～ 車椅 子講 習 会の お 知 らせ ～

部 会 長 亀 山 順 子 車椅 子 の体 験 講 習 会 を開 催 い だ します . 乗 って み る押 してみ ・

子育て部会

? 了縁 」］を旗 印 に ! !

る 、 この機 会 に皆 さ ま体験 してみ て くだ さ い ! !

【日時 場 所 】

1 1 月 5 日 ( 月 ) 13 時 30 分～ 於 : 末 広 中央 公 圓

部会 長 森:園 か お る

子 育て 塹 会て は子 ども を通 じて 生 しる ご 縁 を大 切 に、 人 と人 が つな が って い く コ ミ ュニ テ ィを 目指 して 活

動 して い ます。子 育 て は 一人 で 悩 ん で い るよ りは、 子 育て 仲 間 と一終 に育 て る事 が 修 神 的 な ス トレ スを 軽 く します . 子 育 て を核 と し

た 「子縁 」 を創 って い き ませ ん か ? 自分 自身の 子 育 て を豊 か にす るだ けで は な く、 地 域 で つ な が る親 の姿 をみ て 育 つ子 ど もは 、 a

• と社 会 につ なが る 子 ども に育 ろ ま す。 部 £ 長 八 野 京 則

環 境 部 会活 動 報 告 , ・・ 「国 庫 山 の森 づ く りの 会」 の 里 山 活 動 へ の 体験 参加

J 第 一 小 学 校 区 に は 街 (こ近 接 した里 山 が あ りま す「艾 •愛山 2 丁 目の 住 宅 街や 光 が 丘 中 学校 と接 して あ り、甲 子 園 球 場 の 約 4 惜 の 広 さ :

■・が あ ります , 街 に 近 接 しだ里 山は 都 会 に住 口 人 の 垂 涎 の 的で す, しか しこの 里 山 も 人 間の 手 で 整 備 され な い と荒 れ 果 て て 人が 入 れ な •

く な り、水 害 な ど に弱 い 危 険 を 山 とな って しまい ま す 。 そ う な: らな い よ う に 「武 庫 山の 森 づ く りの 会 」 の 方 だ ち が、 ボ ラ ンテ ィアで §

每月 2 回 づ つ この 山の 整 備 作 業 を行 って い ま す。私 た ち 貝 境 削 会の 5 人 が、 9 月 2 日 に この 活 動 に体験 参 加 しま した 。 朝 1 〇晴 か ら
I

作 業 が始 ま ります が 、会 の 方 ほろ が 2 0 人 ほ ど こ られ て あ り、 そ 作 に入 って 指 導 を して も らいな が ら作 業 に従 事 しま した。 ヘ ル メ ッ

! 卜をか ぶ り、手 袋 を して 、 この 日は 斜 面地 や 、 登 山道 、 車地 な どの草 を鎌 で 刈 る作 業 を しま した . まだ 暑 い 陽 中の 季 策 で すが 、 幸 い ;

; う す曇 だ った の と、木 3 の陰 の おか げ で 直射 日光 に は あ ま り 当た らず にすみ ま した. 汗 び つ し ょ りにな りま した が、時 間 を忘 れ る ぐ :

; ら い に 気持 ら の い い時 間 を過 ご す こと か で き ま した 。 この 里 山で は 「武庫 山 子 ども 会」が畑 作 りを して お り、年 に一 度 “焼 芋 大 会 ー

も 行 って い る行 うで す 。 会 で 域随 時 会 員 を募 集 して い ます , 身 近 な 旦 山整 備 の ボ ラ ンテ ィア 活 動 で いい 汗 をか け ます 。 自分 の ベ ース

で 作業 出 来 来 のが 、 ボ ラ ンテ ィア の い い所一 また 「体 験 参 加 」の 制 度 もあ ります ので 、 お 友 達 と ご一緒 にで も いか が で す か。 関心 の "

: 有 お方 は、 気車若こ以 下 に ご連 絡 くだ さ い。

武 庫 山の 森 作 りの 会 会 長

田 村菜 ・鮮 さん TEL F AX 0 7 97 - 3 1- 22 26

•  部会 長 鶴 田雅 仁

(出入? ロ) ( 中腹から甲子秘 学を臨む) (傾 斜地吃草刈) .(てでモス畑の草刈)

賜L J-1.- -̶ -’ -  J- . U V

7 月 8 月 は夏 の イベ ン トに と りくみ ま した. 8 月 1 9 日 「と うろ う流 し」、 雷 雨 にや き も き しま した が 、 3 時 に 虹が 出 て、 何 とか

実 施 す る事 が 出 来 ま した 。 こ ど もたち の 手 づ く りと うろ う炉 、元 歌 劇 の 方 の ソ ロ が す て きで し?c 〇 8 月 2 3 日 「サ マ ー ス クー ル 」 午

: 前 の 部の 「宝 塚 の 今 と昔 」は 、惹 っか しいス ラ イ ドをて いね い に説 明 して い た だ き ま した が 少 しこ ども に は宕 っ か しか つた よ うで す。 -

午 後 の 部 は、 スホ ー ツ ク ラ ブ 2 1 の 皆 さん が エカ ロー リンクを ス ロ ーイ ング ビ ン ゴ3 K ̶バ ん ポ ール を 教 えて くだ さ り、体 育 館 に こ

ど もた ちの 歓 声 が あふ れ て い ま した。 9 月 か らは 1 2 月 の 「文 化 祭 」の 進 備 に 入 って い ま す。 多 くの 地 域 の 皆 さん が参 加 して い ただ

け るよ うが ん は りま す. 剖 会 長 手 束 光 子



問合せ窓口 : ー小宝梅ハ ウス 0 79 7 - 57 - 90 60  午前 1〇 3寺～ 12 時

地 域 の 情 報 板

【第一小学校区人権啓発推進委員会 市民集会】

土曜の午後、すば ら しい音楽 と子 どもたちの作文を聴いて、普

段、 気にとめてない人権 について考 えてみませんかO

日時 1 0 月 2 0 日 ( 土) 1 4 : 〇0 ～

場所 第一小体育館

内容 「ー小 つ子人権作文発表」

「宝梅中学校吹奏楽部演奏」

【だん ご汁会 】一小 っこ遊ほ う会主催、 一小まちづ くり協賛

日時 1 1 月 1 ア日(土」 1 3 ： 0 0 ～な くな り次第終了

参加費 1 0 0 円 ( 未就学児、 6 5 歳以上は無料)

場 所 ー小体育館横

※おわんとお箸を、 お持ち ください。。

【市民と市長の語 らいの場 車座集会】宝塚市主催

日時は 1 1 月 2 4 日(土) 1 〇時～ 1 2 時

場所は宝塚第一小学校の技設校舎 1 階の視聴覚室

是非皆様の声 を届けるために ご参加 ください !

【武庫川周辺の町を考える会 活動のお誘い】

制 11敷の水 と緑に関心 を少 しで もお持ちの方、一緒に武庫JII

の河川敷 を歩いてみ ませんか。その後歩いた河川敷の状況 につ

いて話 し合い、この環渠 を少 しで もよ くするため皆で何ができ

るか考 えてみ ませんか ?

日時 1 1 月 3 日 ( 土) 1 3 : 3 0 - 1 6  : 3 0

集合場所 阪急宝塚 改札口 ( 爾天決行)

参加 申 し込み及 び問い合わせ

三谷 ( 0 7 9 7 ̶7 4 ̶9 5 6 5 )

メ ール mitani@herb.con.ne.jp

後援 宝塚市、宝塚 NPQ ンタ ーほか

【もちつき大会】 育友会主催 、ー小まちづく り協賛

平成 2 5 年 2 月 下旬予定

【地域文化交流会】 1 2 月 3 日 ( 土) 1 3 時～ 1 5 時、ー小体育館

フラダ ンス、落語、 コーラス、 お琴、三味線など、地域のみなさんが出演する予定で す。 日頃、楽 しくとりくんでお られ る文

化活動の発表 の場 と して、多 くの方がチ ャレンジ して下 さる事 を、願 ってお ります。 また、客席か らあたたかい声援 を送 って «

だ さることも、願 って お ります。初冬の午後 を、楽 しい文化交流のひ とときに、お誘い合わせの上、 気駐 にむこ しください。

【宝塚学校血援 団学校支援ボラ ンテ ィア募集 】

「たか らづか学校応援 回」は学校、家庭、地域が一体 とな っ

て地域 ぐるみで子 どもを育てる しくみ を作るなめ、車成 2 〇年

度 にスタ ー トした事業で、学校を南援する様々な活動 をお願い

したいと考えて います。

ホランテ ィアの内容 : ミシン指導補助、彫刻刀指導補助 、

昔の暮 ら し、大掃除の手伝 い ( 主に トイ レ) 、植木勇 定、ベ ン

キ塗 り

お手伝いいただ ける方、問い合わせは コーデ ィネータ ーの川 島

¢7 2 - 7 6 6 9 ) または川 戸教頭 ( 7  1 ̶0 4  9 2 )

まで ご連絡 ください。

【広報紙編集ボランテ ィア大募集】

当、広報紙の編集ボ ランテ ィア募集 ! ！

宝塚第一小学校区内 を中心 と した、地域の色々な行事や課題

を取材 して、楽 しい記事をつく ってみ ませんか。

活動場所 : ー小宝梅ハ ウス ( ー小まち協施設)

問合せ先 : 佐藤 0 7 9 7 - 8 4 - 1 1 2 9

登 校 ボランティア ・小 学 校 ボランティア ・広報 ボランティア募 集

【登校ボラ ンテ ィアさん “緊急’’大募集 】 朝、通学路で交通指導 • 見守 りボランテ ィアを して くだ さる方が大変不足 して いま

す。 子供たちの安全のため週 1 回、月数回でも大変あ りがた いです.. 皆様のお力を貸 して ください。

場所 : ①・藪 中商店前 ②支多な川踏切 3 南 口点滅信号 ④ 宝松公園前 ⑤一小宝梅ハ ウス前 ⑥ 山下橋 他

連絡先 : 宝塚第一小学校 育友会愛護部

¢7 1 - 0 4 9 2 川戸教頭)



宝梅 ハ ウス

地域の方々の活動の揚 と して会合遊、相談会 を開いて頂 き、現

在は琴 • 三味線 , 高齢者サロ ン • 育児サ ークル ・テコバ ージコ ・

• 習字 ・ヨーガ ・個人様 • 管理 組合 • 自治会な どの ご利用等にご活

用頂いて います:,

I �集 会室 ご利用

¦ ご利用時間帯 : ( A ) 9 時～ 1 2 時 ( B ) 1 3 時～ 1 6 時

” ( C ) 1 7 時～ 2 0 晴

! 毎 日 ( 土、 日、祝 日も開館) 10 時～ 12 時 まで係 りが常駐 し

( てお ります、詳細 は電話 にてお問合わせください,

; 集会室料金

料金 : 集会室 1 階 500 円 2 階 1,00  0 円

1 合わせて、印刷機、 コピー機 もご利用 ください。

ど しど しご利用 ください ! !

• お問 い合わせは :

[ とこ : 66 5 - 00 13 宝塚市宝梅 1 - 1 2 - 4 3

でんわ • フ ァックス : 0 7 9 了一5 ア一9 0  6 0

館長 谷 口 公朗

☆ ー小宝梅ハ うスでは 「天満書道教室」 を開 i崔しています,

書道 を通 して 一つの事 に取 り組君事の楽 しさを!云え、また子供 :

達の居場所づ< りになれ ばと思い、每回楽 しく、元気にお稽古さ

せていだだいて います。無料体験、見学随時行 っていますので気 ¦

軽 にお電話 ください, j
日時 毎週木曜 1 5 ：0 0 ～ 1 6 ：3 〇の間で 5 0 分間 .

対象 幼 • 小 • 中学生

宝塚昔 探訪

ます。

夏祭 り収 支報告

第7回夏まつり 収支報告 平成的 注7月22日実施

(収入) 轉g位 円)

項 目 金 額

協 賛金 • 共催金 472.895

模擬 店協 力金 654 86

合 計 538.381 A

(支出)
項 目 金 額

電気工事 •ゴミ処理 198.454

印刷 費 •消耗 品他 147.756

保 険 料 25.040

景 禹、催 し物代 、イラスト参 加賞他 99,946

東 日本大度災義援金 45.086

合 計 516.282 B

―収一 支 22,099 A - B

昨年に、引き続き、今年度も模擬店協力金から、経費 I

を差 し引いた金額 4 5 ,0 86 円を東日本大震災義援金 j

として、寄付 しま した。 •

皆様のご支援ありがとうございました, 1

宝塚第 一小学校 区まちづくり協議会 問い合わせ 窓 口 : 宝塚市 宝梅 1 丁 目 12- 43

ー小 宝梅ハ ウス 0 7 9 7  ̶5 7  ̶9 0 6 0 ( 電話 受付 時間 午前 10 時～正午 )

写真 : 昭和3 ア年ごろの移動公民館

この当時、移動公民館で、図書の貸 し出 しも始 った事か : ,

ら、図害を求めて子どもたちが集まっていたようです。 : J

写真では、紙芝居をみんなで覗いている様子がうかがえ : ¦


